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の実現をめざして

福祉を重視！
　
平
成
１
１
‥
一
年
度
の
町
予
算
が
、
３
月
定
例
町

議
会
に
お
い
て
成
立
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
平
成
１
１
１
１
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
ば
、

す
べ
て
の
町
民
の
皆
様
に
住
ん
で
良
か
っ
た

の力と
たに思
めあっ
｀ふて

い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
「
夢
と
活

れ
た
結
団
都
市
・
み
ぶ
」
の
実
現

町
内
産
業
の
活
性
化
、
少
子
言
四
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能
化
対
策
な
ど
、
早
急
に
対
応
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
課
題
に
は
、
重
点
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

地方特例交付金

　　　　8,000万円0.8％

繰入金

　　5,000万5千円0.5％

ゴルフ場利用税交付金

　　　　5,000万円0.5％

利子割交付金

　　　　4,500万円0.4％

財産収入

　　1,542万8千円0.2％

交通安全対策特別交付金

　　　　1,000万円0.1％

寄付金254万7千円

特別地方消費税交付金

財　源　内　訳

分担金及び負担金9､692万4千円1.0％

自動車取得税交付金1億3,500万円1.3%

　地方譲与税1億5,500万円1.5%

n入1ｨi5,8ﾑ7万4=∃16z　

＼

　　使用料及び手数料

　　　1ｨ5882万9千円16

∧j

　　繰越金2億円2.0%　

＼

　
平
成
１
１
一
年
度
の
壬
生
町
の
一
般
会
計
予
算

は
、
圓
億
５
千
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較

し
ま
す
と
、
1
8
・
５
％
の
滅
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
平
成
９
年
度
～
1
0
年
度
に
継

続
事
業
と
し
て
連
め
て
ま
い
り
ま
し
た
清
掃

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
ず
。
景
気
の
低
迷
な
ど
極
め
て
厳
し
い

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
可
能
な
限
り
積

極
的
な
予
算
編
成
を
行
い
、
前
年
度
予
算
か

ら
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
関
連
事
業
費
を
除
い

た
額
と
ほ
ぼ
同
じ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地方消費税交付金3億円3.0％

　　　町偵3億4,890万円

県支出金4億879万9千円

　　　　国庫支出金　
/

　　　　　5億7,907万9

‥
目
年
度

1
0
年
度

９
年
度

８
年
度

７
年
度

２



｜

藤と活力にあふれた緑園都市･みぶ」

一世帯･一人当たり使われ碩の予算(哺昔)

１世帯当たり

796,141円

１人当たり

忿

255,192円

　　(11年度一般会計を町の人口･世帯数で割った場合)

平成11年３月１日現在

　　　　　人口39,774人，世帯数12,了49世帯
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三万|

事業を峻別し暮らしと

科目別内訳

｜

会計名 予　算　額 前年対比

国民健康保険 25億93万5千円 △0.4％

公共下水道事業 15億5,742万8千円 △16.7％

奨　学　資　全 179万円 5.3％

老人保健事業 30億9,771万↓千円 14.6％

農業集落排水事業 8億429万9千円
　　3

.

9％

一一
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訟企業会計遜
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水道事業 予　算　額 前年対比

　　　　収入

収益的
　　　　支出

5億6,399万3千円

　5億181万5千円

　1､3％

△6.0％

　　　　　収入
※資本的

　　　　　支出

2億7,↓31万2千円

4億5,433万1千円

△29.2％

△15.4％

※　資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

　　八郷は　渦缶昨賛損話勘宗留促沓全‾巧打循る額は、過年度分損益勘定留保資金及び当！

ｉ　　年度分損益勘定留保資金で補てんいたしまｉ
六

万　㎜　㎜■㎜　　　　　　　　　　　　　　　

O

3

農林水産業費

　3億9,834万2千円3.9％

労働費

　　2,399万9千円0.2％

予備費

　　　　2,000万円0.2％

災害復旧費

　　1,200万2千円0.1％

諸支出金　3千円

　　　　　　　　その他2ｲ意6･356万3千円J.5%

　　　　　　　扶助費6億4刀8万円J6.4%

　　　繰出金10億6,163万3千円づl0.5%

補助費等lo倫9,891万汗円ﾂm

づ
づ

　　1ﾘﾂﾞ公債費11億2,793万5千円

1ﾋﾟｺﾞ)物件費17億5,862万2千円

普通建設事業費17億6,726万9千円

人件費　24億2,428万円

-

-



一

一

平成ii年度の主な事業
　　「壬生町第４次総合振興計画」をもとに‘‘夢と活

力にあふれた緑園都市・みぶ”の実現に向け、行財

政改革をさらに推進し、創意と工夫で限りある財源

の効率的な運用に心がけ、特に下記の点に配慮し予

算編成を行いました。

①行財政改革を推進すること。

②少子・高齢化社会へ適切に対応すること。

③環境保全対策（ごみ処理・公害関連等）を推進す

　ること。

④産業（農業・商工業等）の活性化をはかること。

⑤生活に身近な社会資本の整備を推進すること。

⑥全国都市緑化とちぎフェアの成功に向けた関連諸

　施策を推進すること。

⑦教育（心の教育等）・文化・スポーツの振興をは

　がること。

《支えあいの暮らしが実現する健康福祉都市をめざしてi

○地域福祉の推進

　◇社会福祉協議会補助事業　　　　　　　　20,821千円

　◇ボランティアセンター活動事業　　　　　　1,306千円

○高齢者福祉の推進

　◇敬老金支給事業　　　　　　　　　　　　24,198千円

　◇デイサービス事業(１施設増)　　　　　59,886千円

　◇老人保護措置事業　　　　　　　　　　　160,008千円

　◇ホームヘルプサービス事業　　　　　　　42,503千円

　◇ねたきり老人等短期入所事業　　　　　　14,444千円

　◇在宅介護支援センター運営事業(１施設増)23,895千円

　◇高齢者デイホーム事業

　◇ねたきり老人等家庭介護者助成事業

　◇介護保険制度導入事業

　◇シルバー人材センター・ワークプラザ建設事業

○児童福祉の推進

　◇すこやか子育て支援事業

　◇延長保育事業

　◇低年胎児保育促進事業

　◇開所時間延長促進事業

　◇一時保育事業

　◇放課後児童健全育成事業∩施設増）

　◇民間保育団団舎改築費補助事業

　◇乳幼児・妊産婦医療費助成事業

○その他の事業

　◇身体障害者更生援護施設入所楷置事業

　◇身体障害者デイサービス事業

　◇健康診査事業

6,350千円

10,800千円

26,434千円

50,969千円

3,507千円

2,600千円

9,118千円

9,118千円

6,600千円

◇商工会産業振興補助事業

◇いきいき商店街ステップアップ事業

◇中小企業融資制度事業

ﾐﾐ歴史と自然に学ぶ教育文化都市をめざして》

◇教育相談員設置事業

◇マルチメディア研究事業

◇スクづレカウンセラー活用庸査研究委託事粟

◇心の教室相談員設置事業

◇心の教育推進事業

◇資料館企画展等開催事業

◇心の教育推進モデル市町村事業

◇家庭の教育力充実事業

　12,9卵千円

　1,900千円

100,012千円

i,964千円

3,551千円

2,214千円

　907千円

1,000千円

5,687千円

1,100千円

1,137千円

《自然の理にのっとった快適な都市環境をめざして》

◇合俳処理浄化槽設置袖肋事業　　　　　　9,186千円

◇環境保全対策事業　　　　　　　　　　　↓↓,695千円

◇資源ごみ回収関係報償事業　　　　　　　↓↓,222千円

◇家庭用ごみ処理器設置事業　　　　　　　　2,500千円

◇防犯灯新設事業　　　　　　　　　　　　　1,900千円

◇消防器具置場解体設置事業　　　　　　　33,324千円

◇防火水槽整備事業　　　　　　　　　　　　5,400千円

◇栃木県防災行胆青報通信ネットワークシステム整備負担金　20,847千円

‾l‾‾－・ I ・ lllll...　･･･　・
4,371千円碍陶゛｀“゛:

40,000千円《人と自然が共生する緑豊かな公園都市をめざして》

42,921千円　◇土地利用調整基本計画策定事業

　　　　　　◇平地林保全対策事業

49,020千円

22,145千円

49,504千円

《地域に根ざした活力ある自立産業都市をめどして》

◇とちぎの園芸ジャンプアップ事業　　　　24,080千円

◇魅力あるふるさとづくり促進事業　　　　↓9,023千円

◇水田営農活性化緊急対策事業　　　　　　18,000千円

◇畜産環境改善対策事業　　　　　　　　　　9,988千円

◇県単独農道整備事業　　　　　　　　　　25,000千円

◇県営土地改良調査計画事業　　　　　　　　3,970千円

◇東雲公園整備事業

◇総合公園整備事業

◇全国都市緑化とちぎフェア関連事業

◇搦手門通り整備事業

◇御用水通り整備事業

◇コミュニティ道路整備事業

　5,191千円

　5,797千円

373,683千円

　72,870千円

107,121千円

80,480千円

50,000千円

120,500千円

《住民の発想と連携による住民自治のまちをめざして》

◇総合振興計画（後期計画）策定事業　　　2,500千円

◇ホームページ開設事業　　　　　　　　　　1,222千円

◇国際交流推進事業　　　　　　　　　　　　5,548千円

◇ふれあいカレンダー作成事業　　　　　　　2,000千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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雅雷公園内の

　吊り橋
　議　長

川島芳之氏

　副議長

競葉　光氏

し
の
の
め

　
現
在
、
憩
い
の
場
と
し
て
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
東
雲
公
園
内
に
、
全
長

9
6
・
５
ｍ
の
吊
り
橋
「
東
雲
さ
く
ら
橋
」

が
完
成
し
、
３
月
1
6
日
に
町
・
県
の
関

係
者
な
ど
多
数
の
招
待
者
を
迎
え
て
開

通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
吊
り
橋
は
、
渡
良
瀬
遊
水
地
か

ら
本
町
の
東
雲
公
園
ま
で
の
約
2
6
・
１

』
を
結
ぶ
「
県
道
渡
良
瀬
遊
水
地
壬
生

白
転
車
進
線
」
（
現
在
整
備
中
）
の
一

部
と
し
て
、
平
成
８
年
度
か
ら
県
が
整

備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
東
雲
公
園

の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
よ
う
、
景
観
的
に

議
長
に
川
島
芳
之
氏

副
議
長
に
既
葉
光
氏

壬
生
町
議
会
定
例
議
会
が
３
月
８
日
一

か
ら
1
8
日
ま
で
開
か
れ
、
最
終
日
に
議

長
・
回
読
長
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
改
選
の
結
果
、
議
長
に
川
島
芳
之
氏
、

副
議
長
に
改
築
　
光
氏
が
就
任
し
ま
し

た
。

す
ぐ
れ
た
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
床
板
を
採
用

し
、
揺
れ
が
少
な
く
、
耐
風
ロ
ー
プ
な

ど
の
な
い
す
っ
き
り
と
し
た
外
観
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ケ
ー
ブ
ル
の
優
美
な
曲
線
と
力
強
い

主
塔
ま
た
、
橋
の
上
か
ら
音
が
楽
し
め

る
「
東
雲
さ
く
ら
橋
」
を
見
に
、
そ
し

て
渡
り
に
、
東
雲
公
園
ま
で
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

黒
川
に
か
け
ら
れ
た
橋
を
渡
る

開
通
式
の
参
加
者

認
定
農
業
者
（
左
２
番
目
か
ら
田
中

さ
ん
、
戸
崎
さ
ん
、
田
辺
さ
ん
ご
兄
弟
）

農業経営改善計画認定制度

新たに4名の駄鼓者

　
農
業
経
営
改
善
計
画
認
定
制
度
に
基

づ
き
、
新
た
に
４
名
の
農
業
者
が
認
定

を
受
け
、
３
月
2
9
日
に
役
場
庁
舎
で
認

定
書
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
町
の
「
農
業
経
営
基

盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
」
に
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の
目
標

に
向
け
て
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ

り
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
経
営
管
理
、

生
産
方
式
の
合
理
化
を
回
り
、
2
1
世
紀

に
向
け
た
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を
、

地
域
の
将
来
に
わ
た
る
農
業
経
営
の
担

い
手
と
し
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　
認
定
農
業
者
は
、
①
農
用
地
の
利
用

集
積
の
支
援
、
②
農
業
生
産
法
人
出
資

育
成
事
業
、
③
税
制
上
の
特
例
（
農
業

用
機
械
・
施
設
等
の
割
増
償
却
）
、
④

融
資
高
の
配
慮
（
低
利
の
資
金
融
資
）
、

⑤
各
種
研
修
会
の
実
施
、
と
い
っ
た
支

援
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
認
定
を
受
け
た
４
人
の
長
泉
者

の
方
々
を
合
わ
せ
、
町
内
の
認
定
長
泉

者
は
2
9
人
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
認
定
を
受
け
た
方
々
（
敬
称
賂
）

田
中
良
夫
（
上
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
毎
・
水
稲

戸
時
代
志
夫
（
藤
　
井
）

　
　
　
　
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
水
稲

田
辺
正
剛
子
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
づ
フ
・
水
稲

田
辺
成
洋
子
稲
葉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
づ
フ
・
水
稲

５



　
老
人
保
健
制
度
は
、
お
年
寄
り
の
疾
病
の
予

防
か
ら
治
療
、
機
能
訓
練
に
至
る
総
合
的
な
保

健
事
業
を
推
進
↓
９
る
と
と
も
に
、
老
人
医
療
費

を
国
民
み
ん
な
で
公
平
に
負
担
↓
９
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
↓
９
。

　
壬
生
町
で
も
老
人
保
健
制
度
に
基
づ
い
こ
、

　
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険

（
健
康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
な
ど
）

に
加
入
し
て
い
る
人
が
、
7
0
震
（
一
定

の
障
害
の
あ
る
人
は
6
5
震
）
に
な
る
と
、

老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険

壬生町の老人医療費の推移

円
１
人
当
た
り
の
医
療
費

万
7
0
　
　
6
0
　
　
5
0

億円
30

25

健
康
で
楽
し
く
豊
か
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

健
康
診
査
、
健
康
相
談
や
各
種
の
健
康
教
室
、

リ
ハ
ビ
リ
、
訪
問
指
導
な
ご
さ
ま
ぎ
ま
な
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
↓
９
．

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
老
人
医
療
費

制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
↓
９
．

を
抜
け
る
の
で
は
な
く
、
本
人
が
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
を
軽
減
し
、
健
康
保

険
の
ほ
か
、
国
・
賂
・
町
も
医
療
費
を

負
担
す
る
こ
と
で
、
お
年
寄
り
に
安
心

し
て
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

総

20

医
15

療

費10

平成　平成

８年度　９年度

平成

了年度

平成　平成

５年度　６年度

　
平
成
９
年
度
の

壬
生
町
の
老
人
医

療
費
の
負
担
額
は
、

下
の
表
の
と
お
り

で
す
。

　
医
療
費
の
負
担

割
合
は
、
主
に
、

医
療
保
険
の
各
保

険
者
（
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
）

が
7
0
％
、
国
が
2
0

平成９年度

　壬生町老人医療費の負担額

　　　1億2,682万

　　　　　5,221円

1億2,682万

５

０

　
日
本
で
は
、
だ
れ
も
が
何
ら
か
の
医

療
保
険
に
加
入
し
、
お
金
を
出
し
合
う

こ
と
で
、
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
で

も
安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
し
か
し
、
急
速
な
年
齢
の
高
齢
化
や

％
、
県
及
び
町
が
そ
れ
ぞ
れ
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

汪
）
保
険
者
、
国
、
県
、
町
の
負
担
割

　
　
合
は
、
医
療
費
の
種
類
で
異
な
り

　
　
ま
す
。

医
療
技
術
の
進
歩
な
ど
に
よ
る
医
療
費

の
増
加
は
、
各
医
療
保
険
の
財
政
を
大

変
威
し
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
老
人
医
療
費
は
急
増
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
医
療
費
が
増
え
続

け
る
と
、
さ
ら
に
負
拒
が
重
く
な
る
ば

-

心 ゛

か
り
で
な
く
、
医
療
保
険
制
度
そ
の
も

の
の
存
在
が
困
難
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　
犬
切
な
医
療
保
険
制
度
を
守
る
た
め

に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
医
療
費
を
有
効

に
使
う
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
適
度
な
運
動
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く

り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
健
康
診
断
を
積

極
的
に
受
け
て
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

　
上
手
に
医
療
を
受
け
て
、
大
切
な
み

ん
な
の
医
療
費
を
有
効
に
使
い
、
よ
り

い
っ
そ
う
健
康
で
楽
し
く
豊
か
な
毎
日

を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

６



受
診
ず
る
と
き
は
健
康
保
険
証
と

　
　
　
　
　
　
医
療
受
給
者
証
が
必
要
で
す

　
老
人
保
健
に
よ
る
医
療
を
受
け
る
と
き
は
、
『
健
康
保
険
証
』

『
健
康
手
帳
』
・
『
医
療
受
給
者
証
』
が
必
要
で
す
。

　
新
た
に
一
丿
歳
に
な
る
方
は

　
7
0
気
二
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
6
5

気
）
を
迎
え
る
誕
生
月
の
下
旬
に
、
役

場
福
祉
課
か
ら
通
知
が
送
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
通
知
と
印
鑑
・
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
、
指
定
さ
れ
た
役
場
福
祉
課
又

は
出
張
所
で
手
続
き
を
し
『
健
康
手
帳
』

・
『
医
療
受
袷
者
証
』
　
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

本人負担額が変わりました

　医療機関の窓口で支払う一部負担金が、

平成11年４月１日から次のように変更にな

りました。

　Ｏ外　来　１回につき　　530円

　　　　　∩か月同一医療機関４回まで）

　Ｏ入　院　１日につき　1､200円

　
誕
生
日
の
翌
月
１
目
か
ら
該
当
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
↓
日
生
ま
れ
の
方

は
、
そ
の
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

※
一
定
の
障
害
の
あ
る
方
は
、
申
請
す

　
る
こ
と
に
よ
り
、
6
5
震
か
ら
老
人
医

　
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
定
の
障
害
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
○
障
害
年
金
１
・
２
徴
の
方

　
○
身
体
障
害
者
手
帳
Ｉ
～
３
級
及
び

　
　
４
徴
の
二
郎
の
方

※住民税非課税の世帯に属する方等で

　老齢福祉年金を受給している方につ

　いては、生口につき500円に減額さ

　れます。また、住民税非課税の世帯

　に属する方等については、１月の負

　拒上限が35､400円に減額されます。

　　該当される方は、役場福祉課に申

　請してください。

　
○
精
神
保
健
福
祉
手
帳
Ｉ
・
２
級
の
方

　
○
療
育
手
帳
の
総
合
判
定
が
Ａ
の
方

　
　
該
当
す
る
方
で
、
ま
だ
老
人
医
療

　
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
申
請
し
て

　
く
だ
さ
い
。
申
請
し
た
翌
月
１
日
か

　
ら
該
当
に
な
り
ま
す
。

　
町
外
か
ら
引
っ
越
し
て
き
た
方
は

　
老
人
医
療
は
、
各
市
町
村
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
新
た
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
住
所
や
加
入
保
険
が
変
わ
る
方
は

　
健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳
・
医
療
受

給
煮
証
・
印
鑑
な
ど
を
持
っ
て
、
速
や

か
に
役
場
福
祉
課
又
は
出
張
所
に
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
健
康
手
帳
・
医
療
受
給
者
証
を

　
な
く
し
た
方
は

　
再
交
付
し
ま
す
の
で
、
印
鑑
・
健
康

保
険
証
を
持
っ
て
、
役
場
福
祉
課
又
は

出
張
所
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
原
則
と
し
て
、
加
害
者
が
医
療
費
を

支
払
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
や
か
を
得
な
い
事
情
な
ど

に
よ
り
老
人
医
療
で
治
療
を
受
け
た
い

と
き
は
、
必
ず
役
場
福
祉
課
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
際
、
第
三
者
行
為
傷
病
届
、
事

故
証
明
書
な
ど
指
定
す
る
書
類
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

尚
費
用
の
一
部
が
戻
り
ま
す

　
コ
ル
セ
ッ
ト
な
ど
の
治
療
用
の
装
具

代
々
マ
ッ
サ
九
ン
、
は
り
、
灸
に
か
か
っ

た
時
な
ど
の
費
用
の
一
部
が
、
医
師
が

必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
、
払
い
戻

さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
場
合
、
医
師
の
診
断
書
又
は
意

見
書
・
領
収
書
、
そ
の
他
証
明
書
等
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
う
え
、
支
給
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
外
来
時
薬
剤
一
部
負
担
金

　
外
来
診
療
を
う
け
、
薬
剤
を
処
方
し

て
も
ら
う
と
き
、
そ
の
日
数
や
種
類
数

に
応
じ
て
、
次
の
金
額
を
支
払
い
ま
す
。

○外来時薬剤一部負担金

内服薬（１回につき）

１種類　　　　O円

２～３種類　30円

４～５種類　60円

６種類以上　100円

外用薬（１回につき）

１種類　　　50円

２種類　　100円

３種類以上　150円

頓服薬（１回につき）

１種類　　　　10円

※住民税非課税の世帯に属する方等で老齢福

　祉年金を受給している方については、この

　負担が免除されま可。該当される方は、役

　堀福祉課に申請してください。

入
院
時
食
事
療
養
費
の
負
担
額
が

減
額
さ
れ
ま
す

　
入
院
の
際
の
食
事
療
養
費
の
自
己
負

担
額
が
、
住
民
税
非
課
税
の
世
帯
に
属

す
る
方
等
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
減

額
さ
れ
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○入院時食事療養費の自己負担額

一　般　加　入　者 １日 760円

住§

｜

90日までの入院 １日 650円

90日を越える入院 １日 500円

住民税非課税世帯等で老齢福祉

年金をうけている人
１日 300円

一
医
療
費
を
通
知

　
毎
年
７
月
～
‥
１
１
月
に
、
医
療
費
の
通

知
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
老
人
医

療
で
病
院
な
ど
に
お
い
て
診
療
を
受
け

た
医
療
費
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
参

考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

○
問
合
せ
先

町
民
生
部
福
祉
諜
医
療
保
険
係

�
肌
－
↓
８
り
ｏ
り
乙

７



壬生町職員の人事異動部
長
級

民
生
節
参
事
兼
保
健
課
長
（
民
生
節

保
健
課
長
∇
荒
川
完
訳
　
朧
民
生
節

参
事
兼
住
民
課
長
（
民
生
節
住
民
課
長
）

回
山
名
延
男
　
　
参
事
兼
会
計
課
長

（
民
生
節
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
）
筒

口
車
止
己

課
長
級

＝
経
済
部
商
工
観
光
課
長
兼
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
館
長
（
会
計
課
長
）
田
村
光

宏
　
・
総
務
部
税
務
課
長
（
経
済
部
長

務
課
長
）
渡
辺
英
雄
　
ご
経
済
部
長
務

課
長
（
総
務
部
税
務
課
長
）
二
瓶
義
彦

民
生
部
福
祉
課
長
兼
児
童
館
長
（
議

会
事
務
局
長
）
山
川
　
進
　
丿
民
生
部

介
護
保
険
推
進
室
長
（
民
生
節
福
祉
課

主
幹
兼
高
齢
福
祉
係
長
）
⑤
山
室
揚
子

〉
建
設
節
地
域
振
興
対
策
課
長
（
民
生

節
福
祉
課
主
幹
・
壬
生
町
祉
会
福
祉
協

議
会
派
遣
）
　
森
田
純
市
　
干
議
会
事

務
局
長
（
総
務
部
総
務
課
主
幹
兼
庶
務

人
事
係
長
）
　
≒
伊
薄
鈍
雄
　
宍
建
設
節

地
域
振
興
対
策
課
主
幹
兼
調
整
係
長
兼

事
業
推
進
係
長
（
建
設
節
地
域
振
興
対

策
課
主
幹
兼
調
整
係
長
）
石
村
　
進

　
ｙ
民
生
節
福
祉
課
主
幹
・
壬
生
町
社
会

福
祉
協
議
会
派
遣
（
経
済
部
商
工
観
光

亨
子
幹
・
施
設
振
興
公
社
派
遣
）
須
釜

修
一
　
　
民
生
節
保
健
課
主
幹
兼
清
掃

ヤ
ノ
タ
ー
所
長
（
経
済
節
商
工
観
光
課

主
幹
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）
中

村
誠
一
　
に
民
生
部
福
祉
課
主
幹
兼
祉

会
福
祉
係
長
（
総
務
節
税
務
課
主
幹
兼

資
産
税
係
長
）
木
野
内
友
明
　
芥
総
務

部
税
務
課
主
幹
（
民
生
節
保
健
課
主
幹

兼
清
掃
セ
ン
タ
ー
所
長
）
若
林
房
司

一
万
建
設
節
都
市
計
出
］
課
主
幹
・
第
1
7
回

金
田
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア
実
行
委

員
会
派
遣
（
建
設
節
都
市
計
圓
課
主
幹

兼
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
椎
遣
室
長
補
佐
）

鈴
水
平
八
郎
　
　
経
済
部
商
工
観
光
課

主
幹
兼
統
計
係
長
（
経
済
節
商
工
観
光

課
主
幹
兼
工
業
係
長
兼
統
計
係
長
）
松

本
放
夫
　
万
建
設
節
節
市
計
圃
課
主
幹

兼
部
市
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
長
補
佐

（
建
設
節
下
水
道
課
主
幹
兼
工
務
係
長
）

寺
内
光
男
　
　
経
済
節
商
工
観
光
課
主

幹
兼
商
業
観
光
係
長
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
主
幹
兼
社
会
教
育
係
長
）
坂

田
和
男
　
づ
教
育
晏
員
会
生
涯
学
習
課

主
幹
兼
生
涯
学
習
係
長
・
生
涯
学
習
館

勤
務
（
長
生
部
福
祉
課
主
幹
兼
杜
会
福

祉
保
長
）
山
井
　
勲
　
丿
民
生
部
福
祉

課
主
幹
兼
い
な
ば
保
育
園
長
（
長
生
部

福
祉
課
主
幹
兼
や
す
づ
か
保
育
園
長
）

寺
内
幸
子
『
民
生
部
福
祉
課
主
幹
兼

や
す
づ
か
保
育
園
長
（
長
生
部
福
祉
課

主
幹
兼
い
な
ば
保
育
園
長
）
黒
子
良
子

　
学
校
教
育
爆
圧
幹
（
壬
生
町
立
南
犬

飼
中
学
校
）
軽
部
芳
明
　
よ
長
生
郡
保

健
課
主
幹
兼
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

（
民
生
節
保
健
課
長
補
佐
兼
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
所
長
）
千
枝
　
茂
男

課
長
補
佐
・
副
主
幹
・
係
長
級

こ
記
目
委
員
会
学
校
敦
育
課
長
補
佐
兼

庶
務
係
長
（
総
務
部
税
務
課
長
補
佐
兼

町
民
税
係
長
）
熊
甘
菜
古
　
丿
総
務
部

企
圓
財
政
課
長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長

（
総
務
部
企
團
財
政
課
長
補
佐
兼
同
和

対
策
係
長
兼
情
報
管
理
係
長
兼
広
報
広

聴
係
長
）
栗
原
　
隆
　
ム
氏
生
部
介
護

保
険
推
進
室
長
補
佐
兼
介
護
保
険
推
進

係
長
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

商
業
観
光
係
長
）
梁
川
洋
一
　
に
総
務

部
税
務
課
副
圭
幹
兼
町
民
税
係
長
（
敦

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
副
主
幹
兼
生
涯

学
習
係
長
・
生
涯
学
習
館
勤
務
）
生
潭

昇
　
　
民
生
部
福
祉
課
副
主
幹
兼
高
齢

福
祉
係
長
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

庶
務
係
長
）
ご
に
万
長
　
恵
子
　
昇
総
務
部

税
務
課
副
主
幹
兼
収
税
係
長
（
総
務
部

税
務
課
収
税
係
長
）
⑤
戸
埼
益
義

経
済
部
長
務
課
副
主
幹
兼
長
甘
整
備
係

長
（
経
済
部
長
務
課
長
村
整
備
係
亘

言
浴
合
広
美
　
巾
水
道
部
水
道
源
副
主

幹
兼
業
務
係
長
（
水
道
部
水
府
源
業
務

係
長
）
　
万
玉
田
英
二
　
丿
水
道
部
水
道

課
副
主
幹
兼
工
務
係
長
（
水
道
部
水
道

課
工
務
係
長
）
牛
所
　
利
保
　
三
総
務

部
総
務
課
副
主
幹
兼
庶
務
人
事
係
長

（
建
設
部
地
域
振
興
対
策
課
事
業
推
道

係
長
▽
⑧
中
川
正
人
　
ず
総
務
部
企
㈲

財
政
課
同
和
対
策
係
長
兼
情
報
管
理
係

長
（
経
済
部
長
務
課
土
地
改
良
係
長
）

犬
橋
　
肇
　
丿
民
生
部
係
健
課
係
長
・

清
掃
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
民
生
部
保
健
課

主
席
主
査
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
勤
務
）
　
ｊ

小
林
秀
夫
　
・
総
務
部
税
務
課
資
産
税

係
長
（
総
務
部
税
務
課
主
査
）
　
一
増
田

典
耕
　
聯
建
設
部
下
水
道
課
工
務
係
長

（
民
生
部
福
祉
課
主
査
）
　
Ｅ
人
江
高
男

千
経
済
部
長
務
課
土
地
改
良
係
長
（
教

育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
査
）
⑤
尾
花

利
夫
　
　
経
済
部
商
工
観
光
課
係
長
・

壬
生
町
施
設
振
興
公
社
派
遣
（
経
済
部

商
工
観
光
源
付
主
査
・
壬
生
町
施
設
振

興
公
社
派
遣
）
古
林
　
光
一
　
ず
教
育

委
員
会
生
涯
学
智
課
祉
会
教
育
係
長

（
教
育
委
員
会
生
涯
学
智
謀
主
査
・
壬

生
中
央
公
民
館
勤
務
）
　
　
⑤
関
口
幸
男

　
ん
任
済
節
商
工
観
光
課
工
業
保
長
（
経
　
８

済
節
商
工
観
光
課
主
席
主
査
）
⑤
三
上

賢
一
　
胎
民
生
節
介
護
保
険
推
進
室
認

定
審
査
係
長
（
民
生
節
保
健
課
主
査
）

尚
佐
藤
澄
江
　
ｙ
民
生
節
介
護
保
険
推

進
京
王
席
主
査
（
経
済
部
長
務
課
主
席

主
査
）
長
岡
京
子
　
臣
民
生
部
住
民
課

稲
葉
出
張
所
主
席
主
査
（
総
務
部
税
務

課
主
査
二
号
古
田
久
美
子
　
す
民
生
節

福
祉
課
児
童
館
主
席
主
査
兼
副
館
長

（
民
生
節
福
祉
課
と
お
り
ま
ち
保
育
園

主
査
兼
園
長
補
佐
）
⑩
犬
山
朝
子
　
マ

民
生
節
福
祉
課
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主

席
主
査
兼
園
長
補
佐
（
民
生
部
福
祉
課

児
童
館
主
査
兼
副
館
長
）
言
半
田
律
子

ズ
民
生
節
福
祉
課
や
す
づ
か
保
育
園
主

席
主
査
兼
園
長
補
佐
（
民
生
部
福
祉
課

や
す
づ
か
保
育
園
主
査
兼
園
長
補
佐
）

　
佐
藤
啓
子
　
千
民
生
節
保
健
課
主
席

主
査
（
民
生
節
保
健
課
主
査
）
氷
菓
年

和
子

主
査
・
主
任
等

≒
民
生
節
福
祉
課
や
末
づ
か
保
育
園
主

査
（
民
生
節
福
祉
課
し
も
だ
い
保
育
園

主
査
）
西
山
真
弓
　
▽
経
済
部
農
務
課

主
査
（
建
設
節
都
市
計
画
課
主
査
）
高

山
美
智
子
　
玉
会
計
課
主
査
（
建
設
節

地
域
振
興
対
策
隅
王
査
）
鰹
沼
豊
子

建
設
部
下
水
府
課
主
査
（
建
設
節
建

設
課
主
査
）
臼
井
浩
一
　
　
総
務
部
工



事
検
査
課
主
査
（
水
道
部
水
道
課
主
査
）

中
村
隆
仲
　
　
長
生
部
介
護
保
険
推
道

室
主
査
（
民
生
部
福
祉
課
主
査
）
神
原

道
子
　
パ
議
会
事
務
局
主
査
（
建
設
部

都
市
計
画
課
主
査
）
加
藤
真
由
美
　
Ｅ

経
済
部
農
務
課
主
査
（
建
設
都
下
水
道

課
主
査
）
神
水
全
治
　
　
民
生
部
住
長

講
主
査
（
議
会
事
務
局
主
査
）
大
垣
仁

美
　
　
建
設
部
都
市
計
画
課
主
査
（
建

設
都
建
設
課
主
査
）
池
田
　
茂
　
　
総

務
部
企
画
財
政
源
主
査
（
民
生
部
住
民

諌
稲
葉
出
張
所
主
査
）
田
中
貴
子

民
生
節
保
健
課
主
査
（
長
生
部
住
民
課

南
大
飼
出
張
所
主
査
）
武
藤
　
仁

水
道
節
水
遠
謀
主
査
（
総
務
部
工
事
検

査
課
主
査
）
高
山
和
明
　
　
民
生
部
保

健
課
主
査
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
勤
務
（
総

務
部
税
務
課
主
査
）
平
石
二
美
夫

長
生
部
介
護
保
険
推
道
室
付
主
査
　
県

保
健
福
祉
部
高
齢
対
策
課
派
道
（
民
生

節
福
祉
縁
付
主
査
・
県
保
健
福
祉
部
高

齢
対
策
課
派
道
）
沖
　
薫
　
　
民
生
節

福
祉
課
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
査
（
長

生
郡
福
祉
課
と
お
り
ま
ち
保
育
園
主
任
）

呈
ル
内
智
子
　
　
民
生
節
福
祉
課
し
も

だ
い
保
育
園
主
査
（
長
生
郡
福
祉
課
や

犬
つ
か
保
育
園
主
任
）
―
心
池
田
弥
栄
子

長
生
郡
保
健
課
主
査
（
民
生
卵
保
健

課
主
任
）
　
心
熊
倉
律
子
　
　
民
生
部
福

祉
課
主
査
（
民
生
部
福
祉
課
主
任
）
Ｅ

笹
埼
史
子
　
　
総
務
部
税
務
課
主
査

（
総
務
部
税
務
課
主
任
）
　
に
大
垣
　
勲

ヽ 一

玉
経
済
部
商
工
観
光
課
主
査
・
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
勤
務
（
経
済
部
商
工
観
光

手
玉
任
・
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
勤
務
）

⑥
伊
滞
　
隆
　
　
建
設
部
部
市
計
画
課

主
査
（
建
設
部
都
市
計
画
課
主
任
）
言

佐
々
木
正
裕
　
　
建
設
部
建
設
課
主
査
・

栃
木
県
土
木
部
遣
路
建
設
課
派
遣
（
建

設
部
建
設
手
王
任
・
栃
木
県
主
木
部
道

路
建
設
課
派
遣
）
‘
太
田
弘
人
　
七
建

設
部
建
設
課
主
査
・
栃
木
県
土
木
部
栃

木
土
木
事
務
所
派
遣
（
建
設
部
建
設
課

主
任
・
栃
木
県
土
木
部
栃
木
主
木
事
務

所
派
遣
▽
　
山
田
和
美
　
　
民
生
屈
性

良
縁
主
任
（
民
生
部
福
祉
課
主
任
）
鰹

沼
み
ゆ
き
　
　
総
務
部
税
務
課
主
任

（
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
）

人
見
恭
司
　
　
経
済
部
長
務
課
主
任

（
民
生
節
保
健
課
主
任
）
坂
本
由
美

不
良
生
節
住
民
課
主
任
（
総
務
部
税
務

課
主
任
）
手
塚
和
弘
　
　
民
生
部
任
民

課
南
犬
飼
出
張
所
主
任
（
民
生
節
保
健

課
主
任
）
松
田
愛
子
　
　
総
務
部
税
務

諜
主
任
（
民
生
部
住
民
課
主
任
）
国
井

貴
子
　
心
民
生
節
住
民
手
王
任
（
会
計

課
主
任
）
孫
田
江
美
　
　
建
設
部
地
域

振
興
課
主
任
（
長
生
郡
任
良
縁
主
任
）

高
久
博
子
　
　
総
務
部
税
務
課
主
任

（
経
済
部
長
務
課
主
任
）
梁
島
紀
夫

　
総
務
部
企
画
財
政
課
主
任
（
総
務
部

税
務
課
主
任
）
荒
川
宏
一
　
建
設
部
部

市
計
画
課
主
任
（
民
生
節
任
良
縁
主
任
）

山
口
智
子
　
　
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
主
任
（
経
済
部
長
務
課
主
任
）

増
田
　
茂
　
平
民
生
節
任
良
縁
主
任

（
総
務
部
税
務
課
主
任
）
布
施
香
代
子

　
総
務
部
税
務
課
主
任
（
総
務
部
総
務

課
主
事
）
帚
村
川
朋
子
ご
総
務
部
総
務

課
主
任
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）
言
黒

川
恵
美
子
　
ふ
民
生
部
介
護
保
険
推
進

京
王
任
（
民
生
部
福
祉
課
主
事
）
守
赤

羽
根
美
智
子
　
ご
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
主
任
・
壬
生
中
央
公
民
館
勤
務

（
長
生
郡
保
健
課
工
事
）
言
原
島
典
邦

ム
氏
生
部
福
祉
課
主
任
（
総
務
部
総
務

課
主
事
）
⑩
央
川
己
三
男
　
　
総
務
部

総
務
課
主
任
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）

尚
梁
島
隆
之
　
マ
総
務
部
税
務
課
主
任

（
総
務
部
税
務
課
主
事
）
ご
大
堀
　
靖
久

　
経
済
部
長
務
課
主
任
（
経
済
部
長
務

課
主
事
ブ
⑩
増
田
弓
人
宍
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
主
任
（
建
設
部
節
市
計
画

課
主
事
ブ
三
局
貪
慎
治
　
　
良
生
節
福

祉
課
い
な
け
保
育
園
主
任
（
長
生
郡
福

祉
課
い
な
け
保
育
園
保
母
）
　
宍
梅
津
陽

子
　
　
民
生
部
福
祉
課
し
も
だ
い
保
育

回
主
任
（
民
生
部
福
祉
課
し
も
だ
い
保

育
園
保
母
ブ
三
佳
原
ゆ
か
り
　
　
建
設

部
都
市
計
画
課
主
事
（
良
生
節
住
民
譚

主
事
）
中
村
み
ど
り
三
民
生
部
福
祉
課

主
事
（
経
済
部
長
務
課
主
事
）
三
上
英

俊
　
　
総
務
部
税
務
課
主
事
（
建
設
部

下
水
道
課
主
事
）
外
光
　
博
　
　
建
設

部
建
設
課
主
事
（
総
務
部
企
画
財
政
課

主
事
）
高
畑
　
徹
　
ｙ
良
生
節
保
健
課

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
転
手
（
建
設
節
建
設

諜
運
転
手
）
渡
辺
公
夫
　
ム
氏
生
節
福

祉
課
と
お
り
ま
ち
保
育
園
調
理
同
二
壬

生
中
学
枝
調
理
員
）
柴
　
珠
枝
　
回
心
壬

生
中
学
校
調
理
負
（
壬
生
小
学
校
調
理

亘
里
川
寿
恵
　
壬
生
中
学
校
調
理
負

号
お
り
ま
ち
保
育
園
調
理
員
）
山
本

公
恵
　
ご
壬
生
小
学
枝
調
理
同
］
宝
生

中
学
校
調
理
同
一
）
高
橋
千
恵
子
　
ふ
心

生
田
小
学
校
調
理
負
（
南
犬
飼
中
学
校

調
理
員
）
田
中
美
知
子
　
　
安
塚
小
学

校
調
理
負
（
羽
生
田
小
学
校
調
理
負
）

橋
本
和
子
　
三
睦
小
学
校
調
理
負
（
安

塚
小
学
校
調
理
負
）
犬
藤
と
し
子

壬
生
中
学
校
用
務
員
（
長
生
節
保
健
諜

清
掃
セ
ン
タ
ー
運
転
手
）
臼
井
　
明

・
甫
犬
飼
中
学
校
用
務
員
（
壬
生
小
学

校
用
務
員
）
伊
藤
喜
一
　
ず
壬
生
小
学

校
用
務
員
・
（
壬
生
中
学
校
用
務
員
）
戸

崎
　
武
　
　
壬
生
来
小
学
校
用
務
員

（
長
生
郡
保
健
諜
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
手
）

阿
久
津
守
　
　
藤
井
小
学
校
用
務
員

（
稲
葉
小
学
校
用
務
員
）
小
項
目
今
朝

古
　
　
睦
小
学
校
用
務
員
（
壬
生
北
小

学
校
用
務
員
）
高
橋
　
均
、
・
稲
葉
小
学

校
用
務
同
］
（
壬
生
来
小
学
校
用
務
員
）

犬
島
久
夫
　
　
羽
生
田
小
学
校
用
務
員

（
長
生
節
保
健
諜
清
掃
セ
ン
タ
ー
技
手
）

荒
川
保
男
　
　
壬
生
北
小
学
校
用
務
員

（
安
塚
小
学
校
用
務
員
）
清
水
晃
一

　
・
安
塚
小
学
校
用
務
員
（
南
犬
飼
中
学

校
用
務
員
）
　
塚
崎
校
一
郎

新
採
用
職
員

千
総
務
部
税
務
陽
王
事
　
神
長
明
生

経
済
部
長
務
課
主
事
袖
　
神
尾
拓
也

　
建
設
部
都
市
計
画
課
兼
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
主
事
　
金
田
正
規
　
ヽ
総
務

部
総
務
課
主
事
　
大
森
寿
校
　
　
長
生

郡
保
健
課
主
事
袖
　
奥
山
一
赳
　
　
長

生
節
保
健
課
保
健
婦
　
山
本
陽
子

壬
生
中
学
校
調
理
目
］
　
石
川
鈴
子

南
大
飼
中
学
校
調
理
目
］
　
鈴
木
富
子

　
壬
生
小
学
校
調
理
員
　
大
垣
茂
子

退
　
　
職

平
成
ｎ
年
３
月
3
1
日
付
　
橋
本
　
守

（
総
務
部
参
事
・
壬
生
町
施
設
振
興
公

社
派
遣
）
　
　
―
梁
島
和
夫
（
経
済
部
参

事
兼
商
工
観
光
課
長
）

　
大
垣
正
男
（
教
育
委
員
会
睦
小
学
校

用
務
員
）
　
　
林
　
博
昭
（
教
育
委
員

会
羽
生
田
小
学
校
用
務
員
）
　
　
　
佐
藤

珠
恵
（
民
生
節
保
健
課
主
任
）
　
　
　
乗

田
部
子
（
民
生
節
住
民
緑
玉
事
）

転
　
　
入

　
生
涯
学
習
課
諜
長
袖
佐

小
山
第
一
小
学
校
）
大
橋

（
小
山
市
立

渉

９
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１
ｋ

料理に熱中しています

　　　　　　　うぶかた
　　幸町二　生形実幸さん

　　｢今はテニスを習っています｣という実幸さん

は、自分でするのはスキーや水泳、見るのは職場

のクラブのマネージャーの経験のあるラグビーが

好きだそうです。休L]もショッピングやスポーツ

など、外で過ごすことが多い活動家です。

　また、最も熱中しているのは料理で、将来困ら

ないよういろいろ作れるようになりたいと張り切っ

ています。

覗
＠
⑩
西

｢森の音楽会｣

　壬生来小学校６年

　　　　　　　　　　さと　　　　豊　田　智
　一
子
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礼
言
言
］
匹

于
１
回
団
四
回
ぼ
ド

尚
脹
言
濯
踊
諾
諾
四
に
吊

　
　
　
　
ｊ
Ｊ
冊
『

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

一

　
　
「
健
康
の
秘
訣
は
、
食
事
に
気
を
つ

け
何
で
も
好
き
嫌
い
な
く
食
べ
る
こ
と
」

と
い
う
山
川
勝
男
さ
ん
・
タ
カ
さ
ん
ご

夫
妻
は
、
お
二
人
で
仲
良
く
暮
ら
し
て

い
ま
す
。

　
勝
男
さ
ん
は
、
大
圧
1
0
年
に
生
ま
れ

壬
生
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
た
あ

と
、
昭
和
1
7
年
に
兵
役
に
つ
き
、
北
支

那
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
終
戦
ま
で
過
ご

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
夕
方
さ
ん
は
、
、
大
正
1
9
年

に
柏
村
に
生
ま
れ
、
地
元
の
尋
常
高
等

小
学
校
を
卒
業
し
た
あ
と
、
実
家
の
農

泉
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
お
二
人
は
、
昭
和
2
4
年
に
結
婚
し
、

米
麦
や
干
瓢
、
薙
な
ど
を
中
心
と
し
て

農
業
一
筋
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
は
米
づ
く
り
だ
け
と
な
り
ま
し
た

が
、
勝
男
さ
ん
は
、
農
業
の
傍
ら
壬
生

地
区
の
卓
見
の
支
部
長
や
地
区
老
人
ク

ラ
ブ
の
役
員
な
ど
も
つ
と
め
て
お
り
、

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

旅
行
が
好
き
で
、
最
近
は
、
近
く
が
多

く
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
月
に
２
～
３

回
は
出
か
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
夕
力
さ
ん
は
、
カ
ラ
オ
ケ
が

犬
好
き
で
、
一
人
で
も
出
か
け
て
し
ま

う
ほ
ど
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
そ
う

で
す
。

　
お
二
人
と
も
こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
過
ご
し
て
く
だ

さ
い
。

第
６
回
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

増
子
幸
男
さ
ん
の
「
夜
明
け
の
思
川
」
が
推
薦
に

歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
自
然
に
育
ま
　
審
査
結
果
（
敬
称
賠
）

れ
た
わ
が
町
を
再
発
見
す
る
「
第
６
回

町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
4
9
点

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
芸
術
祭
写
真
部
門
の
審
査
員

な
ど
も
務
め
る
、
写
真
家
の
稲
見
年
彦

さ
ん
が
作
品
の
審
査
に
あ
た
り
、
そ
の

結
果
、
最
優
秀
賞
に
あ
た
る
「
推
薦
」

作
品
に
は
、
増
子
幸
男
さ
ん
（
今
サ

の
「
夜
明
け
の
思
川
」
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　
推
薦
〒
点
）

二
枚
明
け
の
思
川
」

　
　
　
増
子
幸
男
ス
マ
　
井
）

　
特
選
（
２
点
）

「
雪
の
朝
」

　
　
　
宮
本
さ
ち
（
若
　
草
）

「
円
仁
太
鼓
」

　
　
　
吉
田
保
雄
三
七
宝
町
南
）

　
入
選
言
点
）

「
清
掃
セ
ン
タ
ー
」

なくそう
交通事故

一警察署からのお知らせー

一

　考えごとをしていて道路

右側に逸脱し、衝突。

　停止可るなどの処置をと

り、このような事故を起こ

さないようにしましよう。

交通事故の事例
　　　　　　　汗稲葉）

至上稲葉

×

　
　
　
斎
藤
正
男
（
中
　
　
泉
）

「
小
若
御
輿
が
行
く
」

　
　
　
川
原
田
忠
司
（
緑
野
呂

「
春
は
う
き
う
き
」

　
　
　
磯
よ
し
江
（
駅
　
　
東
）

「
ふ
く
べ
の
取
り
入
れ
」

　
　
　
海
老
沼
沢
（
前
宿
坪
）

「
東
雲
の
楼
」

　
　
　
船
越
幸
之
助
（
上
通
町
）

「
湧
水
泉
刈
払
い
」

　
　
　
沼
島
完
治
（
鹿
　
　
島
）

□

一事故の状況－

川 累計 前年比

事故件数 25 50 十12

死　　者 ０ ０ －１

負傷者 28 57 十14

　
佳
作
（
４
点
）

「
朝
市
に
ぎ
わ
う
」

　
　
　
江
草
保
幸
（
駅
　
　
東
）

「
愛
宕
神
社
」

　
　
　
倉
持
憲
二
（
城
　
南
）

「
花
火
」

　
　
　
早
乙
女
正
（
松
　
　
原
）

「
払
暁
の
リ
ズ
ム
」

　
　
　
川
又
康
治
（
緑
町
コ

　
※
以
上
Ｂ
作
品
は
、
「
平
成
１
１
１
１
年
度

　
ふ
れ
あ
い
（
行
政
）
カ
レ
ン
ダ
上

　
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

コーナーのお子さんを募集しています。ご希望の方は、お子さんの写真と簡単なメッセージを｢チビッ子アルバム｣

添えて町総務部企画財政課広報広聴係（�８１－１８１４）までお送りください。
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発
表
と
ふ
れ
あ
い
の
場

生
涯
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
玉
江
学
習
で
人
生
を
豊
か
に
〃
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
各
種
学
習
活
動
の
発

表
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
を
は
か
る

「
第
３
囲
学
習
館
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
３
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
極
拳
や
社
交
ダ
ン
ス
等
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
生
け
花
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
絵
手
紙
等
作
品
展
示
、
ミ

ニ
ガ
九
ア
ン
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
中
学
生
日
記
」

で
長
年
、
風
間
先
生
役
を
な
さ
っ
て
い

た
俳
優
の
湯
浅
　
実
氏
に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

か
。

練習の成果を発表（社交ダこノス、

写真上と太極拳、写真右）

ガーデニンワの練習風景

睦
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

文
化
祭

練習の成果を発表

　　　北公民館まつり開く

　北公民館まつりが３月14Eに北公民館で聞かれまし

た。

　子供たちが今まで１年間教室で学んできた珠算と習

字の成果を発表したあと、年間を通して、受講した子

供たちに篠原教育長から修丁証書が手渡されました。

　また、この田よ、メンコやケン玉、お手玉などの昔

の遊びをしたり、映画を見たりして楽しみました。

心ノ

　　｢元気で夢のある街づくりをめずして｣をテーマと

して、睦地区コミュニティ推進協議会(間柄隆会長)

では、３月14[]睦地区コミュニティセンターと栃水銀

行おもちゃのまち支店駐車場を会場に文化祭を開きま

した。

　会場には、フラワーアレンジの展示やガーデニング、

ゲーム、世界の果実酒の試飲会、フリーマーケットな

どの様々なコーナーが設けられ、各コーナづこ大勢が

訪れ賑わいました。

珠
算
教
室
で
発
表
↓
９
る

子
ご
も
た
ち

一

皿詔yl　-=－　’lｸ

　　誕;％痍蜀

　
町
で
は
、
生
活
改
善
事
業
と
し
て
県

の
指
定
を
受
け
、
「
健
康
度
ア
ッ
プ
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

ほ
ど
1
8
名
の
方
々
が
受
講
を
終
了
し
ま

し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
栄
養
、
運
動
、
休
養

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
、
安
全
で
効
果
的
な

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
、
前
年

度
に
健
康
診
査
を
受
け
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
な
ど
で
指
導
の
必
要
な
方
を
対
象
に

行
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
結
果
、
日
常
生
活
習
慣
の
見
直

し
も
見
ら
れ
、
受
講
者
の
方
々
か
ら
は

「
稗
分
の
あ
る
飲
料
水
を
飲
か
の
を
や

め
た
」
「
お
や
つ
を
減
ら
し
た
」
「
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
つ
く
る
よ
う
に

ヽ 一

な
っ
た
」
コ
日
一
万
歩
を
目
標
に
歩
一

く
よ
う
に
な
っ
た
」
「
体
が
軽
く
な
り
Ｉ

働
き
や
す
く
な
っ
た
」
な
ど
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
受
講
者
た
ち
は
、
日
頃
か
ら

づ
フ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
、
適
度
な
運

動
を
見
直
す
機
会
と
な
り
、
受
講
終
了

後
も
続
け
て
い
こ
う
と
歩
こ
う
会
（
小

田
垣
晴
久
会
長
）
を
発
足
さ
せ
、
毎
月

一
回
（
毎
月
1
2
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
合
）
町
内
を
歩
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

※
歩
こ
う
会
で
は
、
一
般
の
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ
先
　
健
康
増
進
保
物
上
８
３
５
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　町では、第３子以上の児童を養育している方に「すこや

か子育て支援金」（平成９年４月開始）を交付しています。

　この制度をご利用いただいだすこやかベビーベご家族”

をご紹介します。

大
会
の
様
子

-

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
に
つ
い
て
は
…

　
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
1
－
Ｉ
Ｒ
ｘ
ｊ
ｌ

伊
藤
肥
彫
ち
ゃ
ん
ご
兄
弟

　
　
　
（
城
　
　
南
）

　
第
1
3
回
町
民
剣
道
大
会
が
、
３
月
７

日
に
町
総
合
運
動
場
武
道
館
で
行
わ
れ
、

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
の
8
9
名
の
剣
士

た
ち
が
、
日
ご
ろ
の
修
練
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

　
成
　
　
績

小
学
１
・
２
年
の
部

優
　
勝
　
豊
田
戦
史
（
壬
生
剣
慾

永吉二三也ちゃん親子

　　　(上通町)

石橋奎吾ちゃん親子

　　(安塚南部)

準
優
勝
　
安
納
　
司
（
壬
生
剣
戟
）

３
　
位
　
渡
辺
玉
美
こ
二
修
会
剣
戟
）

　
″
　
菊
池
美
咲
（
壬
生
剣
戟
）

小
学
３
・
４
年
の
部

優
　
勝
　
鰹
沼
卓
也
（
壬
生
剣
戟
）

準
優
勝
　
高
久
　
淳
（
壬
生
剣
戟
）

３
　
位
　
中
村
麻
里
瑛
（
お
も
ち
謳
ま
ち
靉
）

　
″
　
　
楡
本
然
介
（
壬
生
剣
戟
）

小
学
５
・
６
年
の
部

優
　
勝
　
高
久
裕
紀
（
壬
生
剣
戟
）

準
優
勝
　
菊
池
美
姫
半
生
剣
戟
）

３
　
位
　
白
石
加
奈
子
（
壬
生
剣
戟
）

　
″
　
大
粟
雅
規
（
壬
生
剣
戟
）

中
学
生
男
子
の
部

一

佐渥美優ちゃん姉妹

　　(安塚中央)

武関由貴ちゃんご兄弟

　　　(田　　向)

優
　
勝
　
白
石
拓
磨
（
壬
生
中
）

準
優
勝
　
増
田
圭
吾
（
壬
生
中
）

３
　
位
　
松
島
一
首
（
南
犬
飼
中
）

　
″
　
伴
智
史
（
壬
生
中
）

中
学
生
女
子
の
部

優
勝
石
村
余
徳
子
（
南
犬
飼
中
）

準
優
勝
　
平
田
朋
子
（
南
犬
飼
中
）

３
　
位
　
上
田
美
絵
（
南
犬
飼
中
）

　
″
　
山
口
美
保
（
壬
生
中
）

一
般
の
卸

値
　
勝
　
水
野
内
正
美

準
優
勝
　
水
野
内
孝
二

３
　
位
　
安
納
康
雄

　
″
　
　
小
藤
　
栄

万言
文
化
協
会
文
芸
部
選

　
　
　
　
短
　
歌

枯
草
を
分
け
て
小
さ
き
蓬
つ
む
明
日

母
の
忌
に
供
え
ん
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

長
病
み
の
母
看
と
り
つ
つ
書
に
歌
に

花
の
道
に
と
い
そ
し
み
し
父

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
山
　
幸
子

雪
に
ぬ
れ
し
ポ
ス
ト
の
口
を
拭
い
と
り

締
切
近
き
封
書
を
落
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
富
代

枯
草
に
抱
か
れ
し
如
く
道
の
辺
の
日

溜
り
に
咲
く
タ
ン
ポ
ポ
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
　
草
朋

俳
　
句

着
く
ず
れ
も
荷
く
ず
れ
も
な
し
雛
飾
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
香
代
子

早
春
の
五
臓
に
重
き
医
者
の
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
文
二

初
蝶
の
黄
の
み
残
り
し
眼
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
カ
ツ

乳
飲
ん
で
小
鼻
ふ
く
ら
む
長
閑
さ
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
八
重
子

１３



の作家たち
~Ｈｏｙぺづ1）

りかゆ壬生

『薬草図日光堆朱硯筥』（1949年制作）

人見城民（1894－1972）

漆（21.0×26.5×6.6cm）

　　　　　　　　　栃木県立美術館所蔵

二十世堆来場成、音九耕堂に師事

帝国大学参考品［ﾖ光陽明門模型制作に参加彫刻（1921）

東京平和犬博・共進会・全美展（1923）

大正天皇・昭和天皇獣上品制作（1924）

芸術保存のため商工省監査官により工芸制作許可（1938）

栃木県芸術祭企画委員、運営委員、工芸部審査員（1948）

［1木伝統工芸展・日本工芸新作展、日本工菊合正会員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958）

栃木県文化功労者（1960）

県獣上品買上げ（1965）

〔宇都宮上野〕

〔宇都宮上野〕

〔町立歴史民俗資料館〕

回顧展

二人展

回顧展

1964

1968

1993｀W/

自
転
車
の
ｎ
Ｈ
ｕ
計
器
卵
で
す

　
町
で
は
、
歩
行
の
妨
げ

に
な
り
、
美
観
を
そ
こ
ね

る
放
置
自
転
車
を
無
く
す
た

め
、
「
壬
生
町
自
転
車
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」
を
つ
く
り
上

図
の
と
お
り
、
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
周
辺
を
　
「
自
転
車
放
置
禁
止
区

域
及
び
放
置
規
制
区
域
」
に
指
定
し
ま
し
た
。
早
成
６
年
４
月
―
口
上

こ
の
区
域
に
自
転
車
を
放
置
し
ま
す
と
条
例
の
規
定
に
恭
づ
き
、
保
管

場
所
へ
撤
去
し
、
千
円
を
撤
去
費
用
と
し
て
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
・
　
　
返
還
方
法

◇
返
還
（
保
管
）
場
所

　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
自
転
車
駐
車
場
　
�
8
6
－
７
５
５
０

◇
返
還
に
必
要
な
も
の
　
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の
（
免
許
証
等
∵

　
カ
ギ
・
印
鑑
・
撤
去
費
用
（
千
円
）

　
　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

サ
ア
ッ
ト
お
客
様
②
６
千
４
７
１
円

㈱
県
南
環
境
様
⑩
　
　
　
　
２
万
円

稲
葉
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
７
千
１
８
６
円

壬
生
町
婦
人
会
編
物
敦
室
生
一
同
様
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
１
万
５
１
３
円

伏
木
美
佐
恵
様
⑤
　
　
　
　
５
万
円

第
一
‥
１
１
回
壬
生
町
公
民
館
ま
つ
り
実
行

委
員
会
様
⑩
　
　
　
　
３
万
６
千
円

南
犬
飼
地
区
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
４
万
２
千
１
１
０
円

壬
生
は
に
わ
今
様
③
　
　
　
３
千
円

羽
生
田
西
部
親
睦
会
様
⑩
　
６
千
円

書
道
弥
生
支
部
様
①
　
　
　
１
万
円

南
犬
飼
出
張
所
設
置
募
金
箱

　
　
　
　
　
　
１
万
４
千
１
２
５
円

㈲
渡
辺
寝
装
様
⑥
　
　
　
　
３
千
円

匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
１
２
円

ふ
れ
あ
い
カ
ラ
オ
ケ
教
室
様
⑦

　
　
　
　
　
　
１
万
５
千
６
７
１
円

壬
生
町
配
食
サ
ー
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
南

犬
飼
地
区
様
⑩
　
　
　
　
　
　
１
万
円

壬
生
町
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
壬

生
地
区
様
⑩
　
１
万
３
千
４
０
０
円

壬
生
町
婦
人
会
様
⑩
１
千
６
０
０
円

㈲
壬
生
衛
生
仕
様
①

　
（
物
品
寄
付
）

壬
生
中
学
校
様

心 ゛

1
0
万
円

車
椅
子
人
口

世大　　　●　　　●

し変納　軽　国
ま込期　白　民
しみ限　勤　年
づ贈い言

⊃ﾄﾞjﾐ灰石灰j4

　°納５期５分
　早世月゛゛月｀｀゛
　や窓31　31
　に□　納が且　且

５
月
の
納
税
等

まちのうごき

　　4月1日現在

総人口39,868人　（△106）

　男　19,692人（△40）

　女　20,176人（△66）

世帯数12,779世帯（△46）

　　　　　（　）内は前月比
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